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経営革新支援担当
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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B47
次世代自動車産業支援事業 商工費 商工振興費 次世代産業支援費

 宣言項目 08 稼ぐ力の向上

分野施策 040831 新たな産業の育成と企業誘致の推進

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 13,770 13,770 252

前年額 13,518 13,518

平成31年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

商工業
費

事 業
期 間

平成23年度～ 根 拠
法 令

自動車産業は、主要国の環境規制に伴う電動車へのシフ
トや自動運転、カーシェアリング等の「ＣＡＳＥ化」と
称される100年に一度の大変革期に直面している。県
内中小企業が、この大きな産業の変化に対応し、次世代
自動車分野への転換や参入に対応できるよう支援する。

（１）次世代自動車産業支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13,770千円

（１）事業内容
　　　次世代自動車支援センター埼玉において民間出身のコーディネーターを中心に技術開発から販路開拓まで
　　一貫して支援する。

（２）事業計画
　　　ア　技術開発支援
　　　　　次世代自動車技術に関する研究会を運営し、県内中小企業の知見向上と研究開発を支援する。
　　　イ　販路開拓支援
　　　　　新技術・新製品が国内外の大手自動車部品メーカー等に採択されるよう
　　　　個別商談や展示会、商談会を開催して支援する。
　　　ウ　情報提供
　　　　　技術セミナーの開催、分解研究後の部品展示などを通して情報提供を行う。

（３）事業効果
　　　次世代自動車分野への転換、参入を目指す中小企業を支援することにより、新技術・新産業が創出され
　　本県産業の活性化を図ることができる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー活用、他団体との連携状況
　　　自動車関連産業で豊富な経験を有する人材をコーディネーターとして配置。

（５）昨年度からの変更点
　　　次世代自動車産業支援事業とＥＶシフト対応支援事業を統合。

（県10/10）

9,500千円×0.3人＝2,850千円

前年との
対比

― 産業労働部 B47 ―


	予算見積調書

